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総務費
18億9,999万3千円
　　　　   （14.5%）

民生費
24億7,739万9千円
　　　　   （18.9%）

公債費
15億9,088万5千円
　　　　   （12.1%）

教育費
15億6,820万4千円 （12.0%）

議会費・労働費
1億1,128万7千円（0.8%）

災害復旧費
3億4,904万4千円（2.6%）

消防費
10億358万3千円（7.7%）

歳 出
1 3 1 億

8 2 4 万 7 千 円

衛生費
9億5,137万3千円（7.3%）

農林水産業費
9億1,239万1千円（7.0%）

商工費
10億9,989万6千円（8.4%）

土木費
11億4,419万2千円（8.7%）

その他 自主財源（1.6%）
　・分担金および負担金
　　　　　　4,947万6千円
　・使用料および手数料　　　　
　　　　　　8,739万6千円
　・財産収入、寄附金など
　　　　　　8,329万8千円

地方交付税
　64億204万9千円（47.0%）

町税
15億8,181万4千円（11.6%）

諸収入
1億311万4千円（0.8%）

繰入金
6億6,927万9千円（4.9%）

繰越金
5億30万1千円（3.7%）

町債
17億5,297万7千円
　　　　   （12.9%）

県支出金
9億5,829万3千円（7.0%）

国庫支出金
8億7,856万9千円
　　　　   （6.4%）

その他 依存財源（4.1%）
　・地方譲与税
　　  1億8,868万5千円
　・地方消費税交付金
　　　  　  3億252万円
　・その他の交付金
　　　     6,585万1千円　

歳 入
1 3 6 億

2 , 3 6 2 万 2 千 円

自主財源
（22.6%）

依存財源
（77.4%）
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健全化判断比率
　町財政の健全性を判断するための財政健全化法に基づく

指標は、昨年に引き続き早期健全化基準値を大きく下回り

ました。

項　目 比　率 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 ― 13.71％

連 結 実 質 赤 字 比 率 ― 18.71％

実 質 公 債 費 比 率 　5.3％ 　25.0％

将 来 負 担 比 率 33.1％ 350.0％

資 金 不 足 比 率 ― 　20.0％

　※該当がなく算定されない項目は「―」で表示しています。

　事業実施の財源として、国や銀行から借り入れるお金を
「地方債」といいます。令和元年度末の残高は、前年度から

3,722万円減少しました。

地方債残高
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218億
2,709万円

217億
1,167万円

216億
7,445万円

　※一般会計と特別会計を合計した金額です。

会　計　名 歳　入 歳　出 実質収支

国 民 健 康 保 険 18 億 3,323 万 7 千円 17 億 4,572 万 4 千円 8,751 万 3 千円

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1,651 万 8 千円 2 億 1,421 万 7 千円 230 万 1 千円

介 護 保 険 23 億 2,312 万 8 千円 23 億 496 万 1 千円 1,816 万 7 千円

農 林 業 集 落 排 水 事 業 1 億 4,764 万 4 千円 1 億 4,089 万 8 千円 674 万 6 千円

公 共 下 水 道 事 業 3 億 9,243 万 9 千円 3 億 3,366 万円 5,877 万 9 千円

企業会計 収　入 支　出 実質収支

水 道 事 業
収益的収支 5 億 9,151 万 6 千円 5 億 5,346 万円 3,805 万 6 千円

資本的収支 3 億 398 万円 4 億 9,941 万 9 千円 － 1 億 9,543 万 9 千円

　1　特別会計とは、一般会計に含まず、独立して経理すべき事業を管理するための会計です。

　2　水道事業会計の不足額が発生していますが、内部留保資金などを活用し、補てんしています。

特別会計
決 　算 　額

歳　入　総　額 １３６億２，３６２万２千円
歳　出　総　額 １３１億　  ８２４万７千円
形式収支額 ５億１，５３７万５千円
実質収支額 ４億　  ６８９万２千円

■ 一般会計決算額
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※実質収支額とは、形式収支額から翌年度へ繰り越すべき財源を除いたものです。


